
　 海綿は水中の岩や石やその他のほと んどすべての固形物の表面

に付着し 、 水の中の細菌や微生物、 それら の死骸やその他の生物

の死骸から 生じ る 小さ な断片の有機物を餌と し て取り 入れ生活し

ている 固着動物である。 そし て多細胞動物のなかでも も っ と も 簡

単な体の構造を し 、 筋肉も 神経も ないので、 幼生時期以外は自ら

動く こ と はでき ない。 し たがっ て1 7 世紀頃は体の形状など から

植物に分類さ れていたこ と も ある 。

　 体の表面にある 顕微鏡レ ベルの小さ な多く の穴（ 小孔） から 餌

を 水と 共に取り 入れる。 水を 取り 入れる力は体内の水の通路に存

在する 鞭毛室と 呼ばれる 細胞群の鞭毛によ っ て引き 起こ さ れてい

る 。 そし て不要な餌以外のも のや老廃物は別のやや大き な穴（ 大

孔） から 水と と も に排出さ れる。

　 こ のよ う な海綿動物のう ち 、 淡水に生息する も のを 淡水海綿と

呼ぶ。 淡水海綿の形状は樹枝状、 平盤状、 塊状そし てそれら の表

面が滑ら かなも の、 大小の突起を も つも の、 畝をも つも のと さ ま

ざ まである 。 し かし 形状のみから は種の同定は中々困難である。

体は顕微鏡レ ベルの小さ な針状の骨片（ 骨格骨片） が長い束を 作

り 、 それら が網目状をなす骨格によ っ て、 さ ら に種によ っ ては遊

離小骨片を 加えた骨格によ っ て支えら れている 。 し かし 体の構造

は強く ないため流水域よ り も 止水域を 好み、 河川よ り も 湖や池に

多く 生息し ている 。 河川に生息する 場合は浮石の裏面の場合が多

く 、 流れが弱く なっ た部分を 好んで付着し ている。 淡水海綿の色

は色素細胞を持たないので、 基本的には白から ク リ ーム色である

が、 多く は周り の水の汚れに染まっ て黄土色から 黒みがかっ たも

のまでと 様々である 。 し たがっ て色から も 種を 同定する こ と はで

き ない。 し ばし ば緑色を し た淡水海綿も いる が、 それは体内に共

生する 緑藻の色によ るも のである 。

　 淡水海綿の生殖方法には二通り あり 、 卵と 精子によ る 有性生殖

と 、 も う 一つは出芽によ る 無性生殖である 。 有性生殖は淡水海綿

の成長にと っ て良い季節の６ ～７ 月にかけて行われる こ と が多

い。 雌の体内で受精し た卵は幼生と なり 泳ぎ出て、 新たな場所に

付着後、 変態し て新し い海綿と なる 。 無性生殖の出芽はさ ら に外

部出芽と 内部出芽に分かれる 。 内部出芽と は芽球と 呼ばれる 構造

物によ っ ておこ なわれる 生殖法である 。 芽球の中には栄養を も っ

た細胞（ 芽球細胞） が数千個以上、 詰まっ ている 。 芽球細胞群は

芽球殻によ っ て保護さ れていて、その殻を 支える 骨片（ 芽球骨片）

の形は種の特徴をよ く 表し ている ので種の同定に用いら れる 。 芽

球細胞群は凍結にも 乾燥にも 耐えるこ と ができ る 。 海綿は芽球を

体内に数多く 作ると やがて退縮し 死んで冬を迎える が、 芽球細胞

群は生き 残り 、 翌春の水温が上昇する と 、 殻の一部を溶かし て外

に出て（ 発芽） 分化し た後、 新し い海綿と なる 。 また冬期に水位

が下がり 、 乾燥し た芽球は骨格から 離れた場合は水に浮遊する。

それら は浮遊芽球と 呼ばれ、 流れに乗っ て他の場所に運ばれる。

湖や池では浮遊芽球が岸に多量に吹き 寄せら れて いる こ と があ

る 。

　 淡水海綿の寿命は海産の海綿と 異なり ほと んどの種が１ 年以内

である 。 淡水海綿にと っ て生存を 脅かす凍結や乾燥にであいやす

い冬期は上記の芽球の形で越し 、 種を 維持し ている 。 少数種の日

本産淡水海綿は越冬する が、 それら も やがて芽球を 残し て寿命を

終えている 。

　 淡水海綿の種数は世界から は1 5 0 種を 超え、 国内で は現在、

2 5 種が記録さ れている。 島根県内から はシロ カ イ メ ン、 ヨ ワカ

イ メ ン、 アナンデルカ イ メ ン 、 フ ンカ コ ウカ イ メ ン 、 カ ワカ イ メ

ン 、 ミ ュ ラ ーカ イ メ ン 、 カ ワムラ カ イ メ ン 、 ジーカ イ メ ン 、 ツツ

ミ カ イ メ ン 、 ヨ コ ト ネカ イ メ ン の7 属1 0 種の海綿の生息が確認

さ れており 、 多く は溜池から の記録である 。

　 淡水海綿は固着動物なので、 環境指標動物と し て有望な動物と

考えら れる 。 現在、 淡水海綿の多く は中腐水性水域に生息し てい

る と さ れている 。 その水域は他の生物も 種数、 生息量と も に豊富

なと こ ろ である 。 淡水海綿のそれぞれの種が環境指標動物と なり

う る かは今後の研究にかかっ ているが、 少なく と も 宍道湖に豊富

に生息する シロ カ イ メ ン だけはその生息地が汽水域である こ と を

示す環境指標動物である 。

（ 益田芳樹）

概説 淡水海綿類

淡水海綿類掲載種一覧 計3 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ シロ カ イ メ ン ・ ヨ コ ト ネカ イ メ ン 計2 種

情報不足（ D D ）
・ ツ ツ ミ カ イ メ ン 計1 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 3 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

○： 新規掲載種（ 0 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 0 種）

淡
水
海
綿
類

305305



選定理由

　 汽水域の塩分濃度がある程度の範囲内と 安定し たと こ ろ で、 さ ら に生

息域と し て一定以上の広さ を必要と するので、 生息地が限ら れる。

概　 　 要

　 水中の固形物の表面を平盤状に覆う よう に付着する 。 表面には多く の

不規則な形の短い突起をも つこ と が多い。 汽水域のみに生息し 、 冬期は

芽球の形で越冬する。 国内では茨城県涸沼、 鳥取県東郷湖、 島根県の宍

道湖、 沖縄県南大東島に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖全域と そこ から 流出する河川の湖寄り の区域に分布するが、 塩

分がより 高濃度な中海や、 より 低濃度な宍道湖の流入河川には生息し て

いない。

存続を脅かす原因

　 塩分濃度を変化さ せるよう な開発工事。 生息地の富栄養化による水質

変化。

（ 執筆者： 益田　 芳樹）

●参考文献
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益田芳樹・ 佐藤国康（ 1 9 9 0 ） 宍道湖及びその周辺の淡水海綿について. 川崎医学会誌 一般教養篇, (1 6 ):6 7 -8 2 .
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カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 益田芳樹

準絶滅危惧（ N T ）

シロカ イ メ ン
ザラ カ イ メ ン目タ ンスイ カ イ メ ン科

Sp o n g il la  a lb a  Carter, 1849

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息記録がわずかで、 し かも 常時、 確認でき るほど多く は生息し てい

ない。

概　 　 要

　 水中の固形物の表面を 薄層状に覆う よ う にまたは塊状になっ て付着

し 、 その表面に多く の不規則な長さ や形の突起をも つ。 冬期は芽球の形

で越冬する。

　 茨城県の横利根川から 発見さ れ新属新種と し て記載さ れたが、 採集記

録は国内ではその後の宍道湖の記録と の２ つし かない。 どちら も カ ワカ

イ メ ンと 同所的分布をし ていた。 芽球の殻に含まれる 骨片は突起を不規

則な方向に出すこ と やその数も 一定でない点が特徴である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖の船川河口近く の岸から 一度だけ確認さ れた。 その生息地の水

深は浅く 、 塩分濃度は淡水に近かっ た。

存続を脅かす原因

　 生息地の物理的な環境変化と 富栄養化による水質変化。

（ 執筆者： 益田　 芳樹）

●参考文献
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カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 益田芳樹

準絶滅危惧（ N T ）

ヨ コ ト ネカ イ メ ン
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San id astra  yo ko to n en sis Vo lkm er et Watan abe, 1983
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選定理由

　 全国的に生息記録が少なく 、今後の生息地や生息量の変化には要注意。  

概　 　 要

　 水中の固形物の表面を薄盤状に覆う よう に付着する 。 表面に突起をも

たない。 冬期は芽球の形で越冬する。 芽球は多種に比べて小さ い。 芽球

骨片は鼓型を し ているこ と より こ の和名がついている 。 国内の記録は岡

山県、 滋賀県、 兵庫県と 島根県の４ 県から のみである 。  

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖の船川河口近く の岸から 一度だけ確認さ れている 。 その生息地

の水深は浅く 、 塩分濃度は淡水に近かっ た。

存続を脅かす原因

　 生息地の物理的な環境変化と 富栄養化による水質変化。

（ 執筆者： 益田　 芳樹）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 益田芳樹

情報不足（ D D ）

ツツミ カ イ メ ン
ザラ カ イ メ ン目タ ンスイ カ イ メ ン科

Tro ch o sp o n g i l la  la to u ch ian a  An n an da le, 1907

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）
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